
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時：令和６年６月26日（水） 14：00～16：35  

■場 所：庄原市ふれあいセンター 

■対象者：庄原市内各小・中学校の道徳教育推進教師22名 

【目的】・教材分析等を通して、「深い学び」となる授業づくりのイメージをもつ。 

・道徳教育推進教師としての役割を理解するとともに、校内における道徳教育推進及び充実を図る

ための方策について１年間の活動の見通しをもつ。 

【講話・交流の概要】 

○ 道徳教育推進教師としての役割を確認し

た後、今年度の活動計画について作成した

ものをグループで交流した。 

「道徳教育 研修ハンドブック」や他校の実

践計画を参考に、１年間のスケジュールの

見直しを行った。 

講話・交流 「道徳教育推進教師の役割と今年度の計画について」 

庄原市教育委員会 教育指導課 指導主事 片山 博子 

講話・演習「道徳教育の充実に向けた研究推進について」  

広島県教育委員会 義務教育指導課 指導主事 藤井 善貴 

【参加者から】 

・授業動画から学ぶことが多かったので、授業改善の参考としたい。また、研修に役立つコンテンツ（アーカイブ等）

について周知したい。 

・授業づくりについて、まずは、教材研究をしっかり行い、図式化やICT機器の活用など、様々な工夫を行うようにした

いと感じた。 

・スライドをもとに道徳科の授業づくりについて校内に還元したい。また、文部科学省の動画も併せて活用していきた

い。今年度初めて道徳教育推進教師となったため、本日の研修で学んだことが大変参考になった。 

・校内で重点項目の確認を定期的に行い、共通認識をもつことが大切であると思った。本日の研修をもとに、管理職

等と相談しながら取り組んでいきたい。学校全体の道徳教育を推進していくため、学校としての方向性や目標を共

有していきたい。 

【講話・演習の概要】 

○  道徳教育が充実することの良さとして、目指す児童生

徒像の実現が挙げられる。自校で目指す児童生徒の姿

が、どの内容項目と関わりが深いのか、学校で共有して

研究を進めていくことが大切である。 

〇  文部科学省が作成している道徳教育アーカイブの動画

を視聴した。 

小学校第６学年の教材「ブランコ乗りとピエロ」をもと

に、指導の工夫等について交流した。また、映像資料の授

業づくりを参考に、自校の研究と関連付けることや、校内

において道徳について話題とすることで校内研修を充実

させることができる。 

令和６年度第１回庄原市道徳教育推進委員会研修会 


